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一
、 演 習 林 の 位 置 、地 形 及 地 質 、氣 候

位 置(附 圖参照)

北鮮演習林 は朝鮮成鏡北道茂 山郡西下面・ 延上面、 漁下面 に跨う北緯42。4'1バ

より42。II'24"に亘り 、東経129。6'54"よりI29。15'36"に 籏 る。豆満江の一支

流朴河川流域 の北東部分水嶺一帯を占め面積4608,21阻(4646,5g町)に 達iす。

地 形 及 地 質

本演習林 は豆満江の一支流延面水 の右岸分水嶺 の一部 を占むる地域 にして介池嶺、

大闘峰等の連山は豆満江畔に起 り南北 に走 う、 次第に高ま う篤所嶺 にて急に東走 し

闘峰、大闘峰等 の高嶺 とな る。 演習林 は此山脈の南 西面 に狭長に扇状 に籏が る林地

を占む。 從 つて林地 を大別すれば豆満江本流及延面水 に面す る團地と 朴河川(延 面

水の支流)に 面 す る團地 とに区 別す る事 を得。

前者 は概 して西 面(一 部北面)、 豆満江本流附近 にて海抜高は500米より 介池嶺・

南高支峰一帯 は1300米 内外 こなる。後者 は概 して南面 し800米より1100米 附近

にて民地 と境 をなし闘峰(1562米)、 大闘峰(1619米)は 最高をなす。

土地は一般 に主 なる峯通 うは緩斜 な るも豆満江本流及延面水 に面 する團地には林

地 の下部 は基岩露出し急耕 をなす所多 む。

地質は大部分古 き始世代の片麻岩に厨 し・ 南 高支峰及北部豆満江本流洛岸 には基

岩露 出せ る所あ う。

土壌は比較的深 く、 谷逓 りにては腐植 を混ず る壌土多し◎

氣 候

本林地方は氣候極 め て荒涼 にして大陸的氣候の影響を受 くる事多 し。夏期7、8月

の候には最高36。 内外 こな る事 あ るも、冬期の最低氣温は 一34。 内外に下り 甚だ寒

冷である。 然 し本地方 にては冬期三寒四温 といふ現象が認め られ寒暖の氣温が或 る

程度迄規 則正 しく交互に到來す。

雨量 は割合に少 く、年 内を通 じての雨季 は7、8月 の候なり 。本演習林に ては氣象

観測 は目下計劃中にして 從來の観測記録 を映 ぐを以 て 附近観測所の ものを掲示 し参

考 となす。
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二、演習林産植物の特徴

本演習林 は朝鮮北部に位す る關係上著 しく大陸的影響 を蒙 う、 その フロラは満洲、

シペ リア等の フロラに極めて類似 し朝鮮 中部及南部叉は 樺太及北海道 ご著 しく趣 を

異にす。今之等の關係 を本演習林産S67種 の植物 に就 き各地方 別分布の模様より 見

うに次表の如 し。

即 ち上表 より明か なる如 く満洲、 朝鮮 中部、アムール 地方及北支那最 も類似 し、

内地 にては本州、北海道、樺太、九州の順序 となる。尚本演習林産 にして我國本土 に

産せざ る種類は197種 にして全種 歎の約35%に 及び、更に本州及九州に産せざ る

種類は265種 にして全種数の約46%に 及ぶ。


